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眼前の利に迷い、
永遠の利を忘れるごときことなく、
遠大な希望を抱かれること望む。
旧三井物産 初代社長 益田孝

人が仕事をつくり、

仕事が人を磨く。
三井物産 元会長 橋本榮一

三井物産の社員は
高い使命感のもとに
常に勇敢であれ。
三井物産 元会長 水上達三

志を受け継ぎ、価値創造に挑み続ける

挑戦と創造のDNA
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(2019年3月末時点)

数字で見る三井物産

グローバルネットワーク

66か国・地域

連結従業員数

43,993名

事業所数

138拠点

連結決算対象
関係会社数

491社

設立

1947年
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株主資本 ※1総資産

7.0兆円 11.9兆円

収 益

4.3兆円

4,142 億円

当期利益 ※1 基礎営業キャッシュ・フロー ※2

5,705億円

数字で見る三井物産

IFRS基準
※1：親会社の所有者に帰属

※2：基礎営業CF=[営業活動によるキャッシュ・フロー]－[営業活動に係る資産・負債の増減によるキャッシュ・フロー]
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ESG(環境・社会・ガバナンス)や国連「持続可能な開発目標(SDGs)」等、サステナビリティの
重要性は高まっており、変化するメガトレンドを踏まえて2019年4月に見直し。

三井物産が目指すもの(マテリアリティ)

安定供給の
基盤をつくる

豊かな暮らしを
つくる

環境と調和する
社会をつくる

新たな価値を生む
人をつくる

インテグリティのある
組織をつくる
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中核分野

サハリンⅡLNGプロジェクト
ⒸSakhalin Energy・ロシア

West Angelas 鉄鉱山・豪州

北米メタノール工場

浮体式生産貯蔵積出設備
ⒸMODEC

金属資源・
エネルギー

機械・インフラ

化学品
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成長分野

モビリティ

ニュートリション・
アグリカルチャー

ヘルスケア

リテール・
サービス

9

米国Penske Truck Leasing 

ビギホールディングス
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トレード

三井物産の総合力

各営業本部が蓄積し、築き上げた各商品や各地域の地場の情報など知見やノウハウを組織の
枠を超えて共有、応用するとともに、総合商社としての機能をかけあわせて、事業の価値を創出する。

機能軸
販売・ロジスティクス・ファイナンス・
リスク管理・デジタル

商品軸
15営業本部

地域軸
アジア・米州・欧州

3地域本部
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トレード

総合力を生かし、社会課題解決に貢献

アフリカでの取組事例

アフリカが抱える食料課題
◆天候不順に伴う農作物の不作 ◆過耕作、不適切な土地利用による土壌の劣化

◆小規模農業の生産効率の低さ ◆灌漑設備の不足

◆200万戸以上の農業ネットワーク
◆アフリカ域内の強い基盤
◆幅広い事業・製品ポートフォリオ

ETG社

生産性向上
+

事業多角化による
経済発展への寄与

◆営農指導 ◆農業資材調達のノウハウ
◆穀物トレーディングのネットワーク

機械・インフラ

商品
セグメント

地域セグメント
欧州・中東・
アフリカ本部

化学品 生活
産業

三井物産
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2.中期経営計画進捗と今期の重点施策

12



Copyright © MITSUI & CO., LTD. ALL RIGHTS RESERVED.

682 550342

52 200896 
784 900 

3,062 2,629 
2,850 

18/3期 19/3期 20/3期

6,665 

5,705 
6,400 

4,500
4,1424,185

非資源分野

1,176

非資源分野

1,518

非資源分野

1,650

▲62
▲53

▲5

現中経期間中の成長(当期利益)

● 基礎営業キャッシュ・フロー ■金属資源・エネルギー ■機械・インフラ ■化学品 ■その他事業分野 ■本部及び消去

(億円)
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環 境 健 康

 LNG案件の推進
 再エネ・次世代電力の取り組み
 車体軽量化、電動化、リサイクル事業

 アジア病院・周辺事業
 未病対策事業
 シニアリビング事業

モザンビーク LNG アジア 病院

欧州 電気バス 北米 シニアリビング北米 未病対策

2020年3月期の重点施策 「環境と健康」
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機械・インフラ金属 化学品 エネルギー 化学品 生活産業 次世代・機能推進

北米太陽光発電
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映像 「環境」への取り組み

事業を通じた気候変動への取り組み
経済・社会・環境全ての価値を同時に追求

LNG事業 再生可能エネルギー 社有林

15

ⒸNovatek
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「健康」への取り組み

病院とその周辺事業
(人材・モノ・サービス・情報)

高品質・中食

2011年
アジア最大手の民間病院
グループ IHHへ出資参画

2018年 IHHの筆頭株主へ

経営基盤の強化・M&A拡大支援

高機能サプリメント
個人毎の栄養

ヘルスケア
・医療 食・健康

シニア
リビング

未病対策

16

サービス付き
高齢者向け住宅
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人口増 所得増 高齢化 疾病構造の変化

人口1,000人あたり病床数

4.8

2.3
1.9

0.7

2.8 2.8

トルコ中国インドマレーシアシンガ
ポール

(出典)経済産業省、シンガポール政府、世界銀行、OECD

OECD
平均

病院(病床数)の
圧倒的不足

(床)

(出典)OECD、世界銀行、 当社推定

710

3,100

2016 2030

アジア※における医療費拠出額の推移

(USD bil)

※東南アジア+中国+インド

経済状況に左右されず
加速度的に成長

アジアにおけるヘルスケア市場

17
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【2011年参画後の主な取組み】

218

613

3,500床
(16病院)

15,000床超
(83病院)

参画 筆頭化

IHHのEBITDA推移

(USD mil)

2011/12 2018/12

成長戦略の立案

地理的拡大支援

資本戦略の策定・推進

経営基盤の強化

参画後7年で

EBITDA※が3倍に成長

病院事業における取組実績

(2019年3月末時点)

※利益指標の一つ。税引前利益に支払利息、
減価償却費を加えたもの
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病院事業基軸の成長戦略

地域
の広がり

機能
の広がり

新規事業
の広がり

19

医療データの活用
IHHが有する膨大な医療データ

約60万人/年間

約600万人/年間

12ヵ国83病院15,000床以上

入院患者

外来患者

(2019年3月末時点)
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3.プロ人材
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海外人材

26,887名

うち海外管理職※

3,654名

人材の総戦力化

勤務地

※現地労働法上の管理職

高度な事業ノウハウを兼ね備えたプロ人材

三井物産にとって最大の資産は人材。地域、事業領域、商品に精通した「その道のプロ」が
多種多様に存在し、ビジネスを創造し、育て、新たな価値を生み出し続けている。

連結従業員数

43,993名

女性活躍

14,818名

うち女性管理職※

1,145名

女性比

連結従業員数

43,993名

21
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新しいビジネスをつくる

“moon”を始動

AIを使った

疾病診断サービスの

事業化をリード

moon creative lab

平 岡 杏 菜

映像 「プロ人材」

22

「自らが新たなビジネスを創り、育て、発展させる集団」
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4.株主還元
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■自社株買い ■配当額 ●基礎営業キャッシュ・フロー

80円

予定

配当金

株主還元方針

 2020年3月期の年間配当金予定は80円/株、中間配当は40円/株
 500億円を上限とする自社株買いを実施中

80円70円55円64円

24

(2019年3月末時点)

1,150 975 
1,225 1,400 1,400 

475 

500 500 4,717 
4,948 

6,665 

-200

300

800

1300

1800

16/3期 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期

基礎営業キャッシュ・フロー
に対する総還元性向※

※株主還元総額(配当+自社株買い)÷基礎営業キャッシュ・フロー

24% 30%26%29%24%

(億円)

5,705

6,400
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10.9 11.5 11.3
11.9

総資産

＜格付けの状況(2019年7月時点)＞

◆Moody’s(ムーディーズ) A3
◆S&P(Standard & Poor‘s) A
◆R&I(格付投資情報センター)  AA-

安定的な財務基盤を維持しながら成長を達成

財務基盤

3.4 3.7 4.0 4.3

3.2 3.3 3.1 3.7

0.95 0.88 
0.78 

0.86 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

16/3期 17/3期 18/3期 19/3期

株主資本 ネット 有利子負債 ネット DER(右軸)(兆円) (倍)

(2019年3月末時点)
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【ご注意】

以下の事象が、当社及び連結子会社の事業、経営成績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

• 景気減速による、貿易額や物流の減少

• 原油、鉄鉱石、石炭、銅などの商品市況の予想外の変動

• 為替変動

• 顧客や事業に係る与信リスクの顕在化

• 金利の変動

• 固定資産の資産価値の下落

• 国内外の株式及び債券相場の下落による年金費用の増加

• 金融市場の混乱や当社格付け引き下げ、金融機関及び機関投資家の

投融資方針変更

• 株式市場の大幅な下落による投資ポートフォリオの毀損

• 繰延税金資産の回収可能性の判断の変更に伴う繰延税金資産の減額

• 事業活動および資産が集中する特定地域における事業の低迷

• 収益性の低い関係会社の再編・撤退の遅延

• 第三者との合弁事業あるいは第三者に対する戦略的投資の失敗

• 金属資源や石油・ガスの探鉱・開発・生産事業において、コストやスケジュール、

埋蔵量が想定と異なること、及びオペレーターによる事業運営が適切に行われないこと

• 競合他社との厳しい競争

• 新規事業に対して投入すべき人的資源をはじめとする経営資源の制約による

市場参入の機会喪失

• 環境関連の法令・規制

• 法令の変更や政府との契約条件の一方的変更

• 従業員による不正行為

• 適正な財務報告に係る内部統制が維持できないこと

• 気候変動や自然災害

• 予期せぬ情報システム障害や内外からの不正なアクセス・攻撃による

情報セキュリティ事故

なお、旧三井物産と現在の三井物産には法的継続性はなく、全く別個の企業体です。

本資料にて提供されているデータや将来予測は、本資料の発表日現在の判断や入手している情報に基くもので、種々の要因により変化するこ

とがあり、これらの目標や予想の達成、及び将来の業績を保証するものではありません。また、これらの情報が、今後予告なしに変更されることが

あります。従いまして、本資料およびこれらの情報の利用は、他の方法により入手された情報とも照合確認し、利用者の判断によって行なって下

さいますようお願いいたします。本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。
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